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 -- 顔の見える関係から問題意識・関心の共有 -- 
 
◆ユーザインタフェースを改めて考える 
 -- フロントにいる人も使われやすいデザインを -- 
 
◆学生に伝える内容を考える 








































































































  「声かけ」 












  ・やめる； コアユーザは来るだろうから続ける 
  ・深い内容に重点を移す； 見せ方を変える 







    →情報の重要度、使いやすさはどう? 
 
 ・使い方を教えなくてよいデザイン 


































 ・日経新聞電子版 Windows8 専用アプリ 
















































(*) 5(非常に有益)～3(普通)～1(役に立たない)    (参考資料*1) 23 
時期 回数 実人数 
（のべ） 
有用度評価(*) 
2012.2 基本編２回×４ 31 (58) 4.50 
2012.9 基本編２回×２＋発展編１回 15 (33) 4.56 発展編追加 



































































 - 手順書や構成資料をドキュメント化しない 
 - やり方を同僚に教えない 























































 → 何のために、何をしますか？ 
  組織を一緒にする発想は？ 
 
■「スキルなどの引き継ぎ」が課題？ 
 →「図書系」で異動？ ３年で異動？ 
  「学修支援系」の異動パターンは？ 


















  「目的」と「手段」の一致 
 
 ○ なんの[誰の]ために 
  （              ） 
 ○ なにを 
  （              ） 
 



















（                ） 
○３ヶ月以内に 
（                ） 
○６ヶ月以内に 






   どう維持するか。 
 






 -- 顔の見える関係から問題意識・関心の共有 -- 
 
◆ユーザインタフェースを改めて考える 
 -- フロントにいる人も使われやすいデザインを -- 
 
◆学生に伝える内容を考える 





                が考える 
◆各大学の状況、相手の目線 









広報(周知)     ２；５ 
ニーズ把握     ２；４ 
マーケティング視点 ２；１ 
連携 １；８ スキル等 ４；８ 
人員   ４；３ 
※ざっとした計数です。 
インターネット、電子資料の普及 １；１ 
大学内での位置付け １；０   図書館資源の活用度 ０；１ 
スタッフとの距離 １；０    場所 ０；１ 































  ～電子黒板、タブレット端末～ 
・高校での教育環境 
 ～電子黒板、タブレット端末、図書館利用、 
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 どちらかと言うと空間や設備論？ しかし、大事なポイント。 
 (45) 新聞（一般紙、日経新聞) 
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